
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研

光

に

され

に

は

布

した

して

 

 

閉

 太

力

る

は

搬

少

対

に

提

 

 

 

 

 

研究タイト

FD
氏名：  

職名： 

所属学会

キーワード

技術相談 

提供可能技

研究内容： 

光導波路の

光導波路は

なる。そのた

有力な解析手

れている。 

  

その中でＦＤ

解く方法であ

 

ＦＤＴＤ法は単

は、巨大な計算

 

本研究では、

布を求める事を

た。現在は三

ている。 

閉鎖型の太

太陽電池は自

低下の原因

ことが予想さ

は安全な地下や

搬し、太陽電池

少なくすることが

対策にきわめて

適用する研究

供可能な設備

トル： 

DTD を
有馬 達也／

准教授 

・協会： 電

ド： 光

技術： 

・光

 

 

 

の三次元数

構造が微細

ため計算機に

手法に有限要

ＤＴＤ法は、電

あり、盛んに研

単純明快であ

算機資源を必

、ＦＤＴＤ法の

を目標とする

三次元の導波

太陽電池に

自然の中にむ

になっている

されている。す

や鉄筋コンク

池に供給する

ができる。現

て有効な手段

究を行ってい

備・機器： 

を用いた
／ARIMA Tats

電子情報通信

光エレクトロニ

光学の基礎知

数値解析に

である。その

よるシミュレー

要素法やＦＤ

電磁界に関す

研究されてい

あり、境界面の

必要とする。 

の計算手順を

。そのためパ

波路解析と、光

に関する研

むき出しに設置

る。また日本は

すなわち既存

クリートの建物

。外部には大

現在野菜や果

段となりうる。

いる。 

 

た光導波
suya 

学会 

クス，電磁界

知識 

に関する研

のため製作が

ーション技術

ＤＴＤ法がある

る基本となる

る。 

の処理を除け

改良し、比較

パケット波の伝

光集積回路に

研究 

置し、太陽光

は地震と共に

存の太陽電池

物に設置し、そ

大破しても交換

物も地表で作

現在は太陽光

名称

波路の
E-mail： 

学位： 

界解析，ＦＤＴＤ

研究 

が難しく、そこを

術が重要となる

る。現在は種々

る方程式を差

けば理解しや

較的小型の計

伝搬状態を、

における光導

光を浴びる構造

に、スーパー台

池の設置状況

そこに太陽光

換可能な安価

作っているが

光が減衰しな

称・型番（メー

 

 

 

 

 

所属：旭川

数値解
arima@asa

工学修士

Ｄ法 

を通る光信号

る。 

々の方法があ

差分表現で表

やすい解析手法

計算機を用いて

解析領域を移

波路のクロス

造になってい

台風と呼ばれ

況では、大きな

光を導く方式に

価な集光設備

が、同様な原理

ない光ケーブ

ーカー） 

川工業高等専

解析  
ahikawa-nct.

号の測定を行

あり、組み合

し、さらに時

法である。とこ

ても光導波路

移動させなが

ストークの視覚

いる。しかし埃

れる巨大な台

な被害が予想

について考え

備を設置する

理で地下まで

ブルあるいはエ

専門学校 

.ac.jp 

行うためには高

わされた計算

間的変化も時

ころが有意な

路における電

がら算出する移

覚化と設計へ

埃と汚れが表面

台風が年間に

想される。本研

える。光を導く

ことで、スーパ

で太陽光を導

エレクトロルミ

電気情報工

高額な装置が

算手法が各種

時間差分で逐

な計算を行うた

電界、磁界の強

移動境界法を

への反映をテ

面にこびりつ

数回以上、発

研究では太陽

くケーブルで光

パー台風の被

導けば、それは

ミネッセンスを

 

 

 

 

 

 

 

 

工学科

が必要

種提案

逐次的

ために

強度分

を考案

ーマと

つき、出

発生す

陽電池

光を伝

被害を

は台風

を光源


